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当
院
の
カ
ル
テ
は
、

紙
に
直
接
記
載
す
る

カ
ル
テ
で
す
。
最
近

主
流
と
な
っ
て
い
る

電
子
カ
ル
テ
に
対
し

て
紙
カ
ル
テ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

カ
ル
テ
の
保
存
期
間
は
、
法
律
で
は

５
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
院
に

現
在
通
院
中
の
患
者
さ
ん
に
関
し
て
は
、

昭
和
50
年
代
後
半
か
ら
の
記
録
も
外
来

カ
ル
テ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
約
40
年
間

の
患
者
さ
ん
の
病
名
、
検
査
結
果
、
薬

や
点
滴
の
内
容
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の

内
容
が
一
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

病
気
の
診
断
に
は
、
今
ま
で
の
病
歴
や

検
査
結
果
と
の
比
較
が
参
考
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
効
果
の
あ
っ
た
薬
、
効
果
の

無
か
っ
た
薬
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し

た
薬
の
記
録
は
治
療
方
針
を
決
定
す
る

際
に
非
常
に
有
益
な
情
報
で
す
。

長
年
、
紙
カ
ル
テ
を
使
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
紙
カ
ル
テ
に
も
欠
点
が
あ
り

ま
す
。

①�

医
師
の
字
が
読
み
に
く
い
点
。
以
前

は
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
日
本
語
な

ど
が
混
在
し
て
お
り
、
医
師
以
外
は
、

解
読
不
能
な
場
合
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

②�

カ
ル
テ
の
移
動
や
保
管
場
所
が
必
要

な
点
。
職
員
が
カ
ル
テ
を
も
っ
て
診

療
科
を
移
動
す
る
た
め
、
移
動
時
間

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
長
期
に
カ
ル

テ
を
保
管
す
る
場
合
、
広
い
場
所
の

確
保
が
必
要
と
な
り
、
年
々
場
所
の

確
保
に
苦
慮
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
欠
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、

電
子
カ
ル
テ
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す
る
た
め
の
費
用

や
維
持
費
は
高
額
と
な
り
、
病
院
の
経

営
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

し
か
し
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
医
療

を
行
う
た
め
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
の

検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
両
津
病
院
の
岩
谷
先
生
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

両
津
病
院
　
院
長
　
石
塚
　
修
先
生
　
診
療
科
目
／
内
科

　
カ
ル
テ
に
つ
い
て

昨年から地元の女性にご協力をいただいて佐渡の農産物
や昔ながらの手仕事の魅力を伝える活動を始めました。
岩首と赤泊に今年は羽茂木戸集落の「ばあ」も加わり、

７月下旬に自慢の夏野菜を箱に詰めて都会のお客さんに送
りました。そこには１人１人の思いを込めた手書きのお便
りを添えています。
お客さんからは「祖母からの仕送りみたいで懐かしい」

「お手紙に癒されました」と好評です。来島できず寂しい
思いをした方にも喜んでいただけました。

直売は、初めてで戸惑う方もいましたが、思いのほ
かお客さんの反応が良かったので、早くも「次は何を
送ろうか」との声も聞かれました。島の元気を届ける
ことが皆さんのやりがいにつながっていくといいなと
思っています。
地域振興課地域振興係　☎ 6３―４１５２

岩首集落担当　服部　綾子
島の元気を皆さんにお届け！

市報さど　令和2年9月号


